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内陸ア ジ ア にお ける法華経の 展 開
　　　　　　　　　　　 代表　望月海慧 （身延 山大学教授）
問題提起
　 東 ア ジ ア仏教 に大 きな影響 を与 えた 『法華経』 は ， 多 くの サ ン ス ク リ ッ ト写本
が 発 見 され て い る こ とか ら ， イ ン ドに お い て も広 く受容 さ れ て い た こ とが 分 か
る． こ れ らの 写本資料や 漢文の 法華経注釈書な ど に よ り， こ れ まで 多 くの 法華経
研究が な され て い る ． しか しなが ら ， い ず れ もが イ ン ド仏 教 的視 点， 中国仏 教 的
視点 で な され て お り， 両 者を繋 ぐ視点を欠 くもの で ある ． その よ うな視点 を批判
的 に考察 して ， 辛嶋静志 はサ ン ス ク リ ッ ト写本が 漢訳 ・チ ベ ッ ト語訳 され て い く
過程 を言語学的に検証 して きた ． 本パ ネル は ， イ ン ドと中国の 間に在 る はず で あ
る ミ ッ シ ン グ ・リ ン ク に 焦点 を あて ， 『法華経』が ど の よ うに イ ン ドか ら内陸 ア
ジ ア を経 て 中 国 に伝 わ り， また 中国か ら内陸 ア ジア に展 開 した の か を解明する こ
と を 目的 とす る．
1，大乗仏典 の 成立 　　方等経 と大衆部一
　 辛嶋静志 （創価 大学国際仏教学 高等研 究所教授 ） は ， 「大乗仏 典の 成立 　　方等経
典 と大衆部一 」 と題 して 発表． 経録 と漢訳 ・梵語写 本 を精査す る と， 大 乗経 典
名 は ， 「遺 日」
“
vevulla → 「方等」 vaitu ！ya→ 「方広」 vaipu ！ya→ 厂大乗 経」maha −
yanastitraと変遷 して い る． 《法華経》も 「方等経」＝ mahavaitulya → mahavaiputya
と変遷 ，大乗経典は， 本 来
＊
vevulla
，
　 vaitulya
， 「方等」 と よ ばれ た こ とが 分 か る．
方等経典 の 集成で あ る 『大方等大集経』 を見る と， 大衆部が 方等経 を作 っ た こ と
は明 白． 他 方 ， 有部 は vaitulika を批判． 《法華経》 な どの 大 乗経典 は ， 大衆部所
属の 者た ちが 作 っ た テ キ ス トで ， そ れ を vaitu ！yaと よん だ の で あ る．
2 ． コ ー タ ン 語 『法華経綱要』 と 『法華論』
　片 山由美 （日本学術振興会特別研究員） は ， コ ー タ ン 語で 著 され た 「法華経綱要』
と コ ー タ ン 出土 の 所 謂 カ シ ュ ガル 本 「法華経』 とヴ ァ ス バ ン ドゥ の 『法華論』 の
比較検討 を通 じて ， 次 の 3点が カ シ ュ ガ ル 本 に は な く 『法華経綱要』と 『法華論』
で 共通 して い る こ とを指摘 し ， 『法 華経綱 要』が 『法華論』 の 影響 を受けて い る
可 能性 が 高い こ と を明 らか に した ．3 点 と は ， （1） 『法華 経綱要』 の 「序品」相
当部分で 「法華論』が 「序品」の 分析で 用 い た 「七 種功徳 成就」 とい うター ム が
見 られ， こ れ が世 尊に よ っ て 説示 され た と語 られ て い る こ と ， （2）「方便 品」相
当部分で 「二 深甚」の 言及 が あ る こ と， （3）「仏性」 とい うター ム が 使用 さ れ て
い る こ とで あ る ．
3 ， チ ベ ッ トに お け る 『法華 経』 の 用 法 　　一乗 思想 と観音信仰
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　 槇殿 伴子 （身延 山大 学東洋文 化研究所研 究 員） は ， チ ベ ッ トの 土 着 文献 に お け る
『法華経』 の 用法 を考察 した ． 具体 的 に は ， チ ベ ッ トの 埋 蔵経典 （gter　ma ）で あ る
『摩尼十 万 語』 （  膨 伽
厂’
伽 御 ， 12− 13 世紀） とニ ン マ 派 の ゲ ツ ェ ・マ ハ ー パ ン デ ィ
タ （1761−1829）の 『古 タ ン トラ 全集 目録』（r触 加g 襯 欟 ガ 物 初 漁 ア cんαg）， 彼 に よ る ，
サ キ ャ ・パ ン デ ィ タ （1182−1251） の 『三 戒 区 分 』 （sD ・ 朋 g 臓 酌 晦 ε）の 注釈 書 を
取 り上 げた． 前者 にお い て は ， 「法華経」が 観音菩薩 の 顕密 の 21経 典 中に 含まれ ，
後 二 者 に お い て は ， 一乗が 金剛乗 と して 解釈 され ， ニ ン マ 派の 九乗 を擁護する た
め の 教 証 と して 『法華経 』 を用 い て い る こ とを指摘 した 、
4 ． 『法華玄賛』 の チベ ッ ト語訳の 特 徴
　望月海慧は ， 中国で著 され た基 の 『妙法蓮華経玄賛』の チ ベ ッ ト語訳 の 特徴 に
つ い て 考 察 し た． チ ベ ッ ト語 訳 に は 漢文 を抄 訳 して い る 箇所 が 多 く見 られ るが ，
そ の 起因 を ま とめ る と ， （1）『法華経』の 漢訳 と蔵訳の 章 の 相違 （「提婆 品」「嘱累 品」
等）， （2）依拠 す る 『法華経』 の 漢訳 と蔵訳 の 相 違 （偈 数 T 欠落等）， （3）チ ベ ッ ト
未伝 の 文献 （r大智度論』 M 一二 門論』 r十住毘婆沙論」等）， （4）漢語 に よ る 語彙解釈 ，
（5）中 国 の 独 自情 報 （r法華経』の 伝播 ， 非仏教文献） と な り， 典拠や 根拠 が不確実
な と こ ろ に 省略が 見 られ る こ とが 報告 され た． また ヴ ァ ス バ ン ドゥ の 『法 華論』
へ の 依拠 は認識 して お り， 漢文 に見 られ ない 箇所 で 彼 の 名前 を出 して い る こ とが
指摘 され た．
5 ． 西域出土法華章疏の 諸相
　金炳坤 （身延 山大学 特任 講師） は ， 敦煌 及 び 中央ア ジ ア 各地 で 発見 され た 157点
の 法華経 関係文献 に つ い て 概 観 し ， 散逸文献を 中心 と した こ れ まで の 研究成果 を
ま とめ て ， 以 下 の 3書 ， す な わ ち ， 利都法 師釈 『法華 経義 記』 （中国文化遺産研 究
院 蔵 ：）cj232 一碑 帖 111．4，武田科学振興 財団杏 雨書屋蔵 ：589 ノ 五 ・六 ，中央研究院歴 史語
言研 究所傅斯年図書館蔵 ；傅図 28，P．3308）， 未知 の 六 朝古逸 『法華経疏』 の 同本離
片 （BD14693 ，　 P．4567，　 BDO1670 ，　 S．2439＞， 紀 国寺慧浄述 『妙法蓮 華経纉 述』 とそ
の 関連 文 献 （BDO3215 ，　 S。6494，　 S．4107） に つ い て 発表 し， 知 られ ざる 法華教 学史
の 解 明 に 繋が る新 た な資料 を提供 した ．
ま とめ
　本パ ネル で は ， 『法華 経』 の 内陸 ア ジ ア にお ける展 開 につ い て ， さ ま ざまな角
度か らの 発 表 を行 っ た． た だ し ， 本パ ネル が 意図 して い る もの は 法華経研 究だ け
に と ど まる もの で は ない ． 『法華経』 をモ デ ル ・ケー ス と して 提示 して い る だ け
で あ り， 同 じ視点 は その 他 の 経論研 究 に対 して も求め られ る もの で あ る． 近年の
内陸ア ジ ア の 諸 言語 の 文献調 査 に よ り， イ ン ドの 仏典 が どの よ うな形 で 中 国 に も
た らされ た の か ， 伝承 の 過程 で 仏典 に どの よ うな変 化 が 生 じて い る の か ， また 中
国 で受容 された仏典が どの よ うに 内陸ア ジ ァ で 展 開 した の か とい うこ とを再検証
す る こ とが 求め られ る． そ の こ と を踏 ま えた上 で ， 本パ ネル は， ミ ク ロ 的視点で
は個 々 の 大 乗経典研究 に ， また マ ク ロ 的視点 で は大乗経典 の 成立 か ら伝播 まで の
諸研究 に 対 する新た な視座 を提示 した ．
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